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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

第45号
2014 年２月９日

国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
不
当
解
雇
か
ら
27
年

　

２
・
16
労
働
者
集
会
（
東
京
）

 

２
月
16
日
（
日
）
午
後
６
時
（
開
場
５
時
30
分
）

 

す
み
だ
産
業
会
館
８
階
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル

 
 

（
Ｊ
Ｒ
錦
糸
町
駅
前
の
丸
井
錦
糸
町
店
８
階
）

　

２
・
16
北
海
道
集
会
（
北
海
道
）

 

2
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

 

札
幌
市
・
北
海
道
建
設
会
館

　

２
・
16
国
鉄
集
会
（
九
州
）

 

２
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

 

福
岡
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

解雇撤回・ＪＲ復帰を求める最高裁署名

１万８１１５筆
（２０１４年２月７日）

　

分
割
・
民
営
化
で
、
７
６
２
８
人

の
国
鉄
労
働
者
が
Ｊ
Ｒ
不
採
用
を
通

知
さ
れ
て
か
ら
27
年
と
な
る
２
月
16

日
、
東
京
・
北
海
道
・
九
州
で
国
鉄

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
25
日
、
動
労
千
葉
の
鉄

建
公
団
訴
訟
の
控
訴
審
に
お
い
て
東

京
高
裁
の
難
波
裁
判
長
は
、
国
鉄
当

局
が
動
労
千
葉
組
合
員
を
不
利
益
に

取
り
扱
う
目
的
・
動
機
（
不
当
労
働

行
為
意
思
）
の
も
と
に
不
採
用
基
準

を
策
定
し
、
名
簿
か
ら
外
し
た
こ
と

を
明
確
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
不
当
労
働

行
為
で
あ
っ
た
！―

―

国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
核
心
を
、
地
裁
に
引
き
続

い
て
東
京
高
裁
に
認
定
さ
せ
た
こ
と

の
意
義
は
は
か
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
０
年
の
４
・
９
政
治
和
解

を
超
え
て
闘
い
を
継
続
す
る
中
で
、

つ
い
に
不
当
労
働
行
為
を
明
確
に
認

定
さ
せ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
決
定
的

な
地
平
で
す
。
国
鉄
闘
争
に
心
を
寄

せ
て
き
た
全
国
の
人
び
と
に
こ
れ
を

伝
え
、
新
た
な
闘
い
を
呼
び
か
け
る

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　

核
心
め
ぐ
る
攻
防

　

国
鉄
改
革
法
の
核
心
に
迫
る
攻
防

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

難
波
裁
判
長
は
不
当
労
働
行
為
を

認
定
す
る
一
方
で
、〈
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ

は
別
法
人
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
に
は
「
採

用
の
自
由
」
が
あ
り
、
仮
に
「
採
用

候
補
者
名
簿
」
に
原
告
の
名
が
記
載

さ
れ
て
い
て
も
「
直
ち
に
同
社
（
Ｊ

Ｒ
）
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
逃
れ
を

は
か
り
、「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

を
拒
否
し
て
５
０
０
万
円
の
慰
謝
料

の
み
を
命
じ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
の
責
任
を
回
避
し
、
国
鉄
改

革
法
を
正
当
化
す
る
一
方
で
国
鉄
の

不
当
労
働
行
為
を
認
定
す
る
と
い

う
、
矛
盾
に
満
ち
満
ち
た
判
決
の
内

容
で
す
。

　

し
か
し
現
実
の
展
開
に
お
い
て
、

国
鉄
側
が
用
意
し
た
と
さ
れ
る
名
簿

記
載
者
は
全
員
例
外
な
く
Ｊ
Ｒ
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
採
用
の
自
由
」

を
言
う
な
ら
ば
、「
そ
も
そ
も
国
鉄

改
革
法
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
い

う
話
に
な
り
ま
す
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
は
、
国
鉄

と
は
別
の
新
会
社
（
Ｊ
Ｒ
）
を
設
立

す
る
と
い
う
「
仮
象
」
に
よ
っ
て
２

人
に
１
人
の
国
鉄
労
働
者
を
職
場
か

ら
追
放
す
る
史
上
空
前
の
整
理
解
雇

で
し
た
。こ
の
希
代
の
大
陰
謀
を“
合

法
化
”
す
る
た
め
に
国
鉄
改
革
法
は

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
採
用
を
め
ぐ
る
国
鉄
と

新
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
権
限
を
分
け

る
と
い
う
「
虚
構
」
を
つ
く
っ
た
の

で
す
。
Ｊ
Ｒ
に
責
任
が
及
ば
な
い
二

重
三
重
の
仕
組
み
で
す
。〈
名
簿
を

作
成
し
た
の
は
旧
国
鉄
だ
。
Ｊ
Ｒ
は

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
労
働
者
を

全
員
採
用
し
た
。
だ
か
ら
仮
に
国
鉄

に
責
任
が
及
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
Ｊ

Ｒ
は
関
係
な
い
〉
と
言
い
逃
れ
を
続

け
て
き
た
の
で
す
。

　

難
波
裁
判
長
が
言
う
よ
う
に
「
採

用
の
自
由
」
を
真
正
面
か
ら
主
張
す

る
の
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
が
解

雇
の
張
本
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
や
自
民
党
で
さ
え
言
え
な

い
こ
と
を
裁
判
所
が
言
い
始
め
た
の

で
す
。
国
鉄
改
革
法
は
全
面
崩
壊
に

直
面
し
て
い
る
の
で
す
。

　

他
方
、
動
労
千
葉
と
弁
護
団
は
こ

の
裁
判
の
過
程
で
、
井
手
や
葛
西
ら

国
鉄
幹
部
と
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
で
あ

る
斎
藤
英
四
郎
（
経
団
連
会
長
）
が

一
緒
に
相
談
し
て
不
採
用
基
準
を
作

成
し
、
そ
の
場
に
運
輸
事
務
次
官
も

居
合
わ
せ
た
決
定
的
な
事
実
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
（『
国
鉄
改
革
前
後

の
労
務
政
策
の
内
幕
』）。

　

こ
れ
ま
で
“
説
明
”
さ
れ
、
国
鉄

改
革
法
で
“
正
当
化
・
合
法
化
”
し

て
き
た
こ
と
は
、
事
実
の
問
題
と
し

て
ま
っ
た
く
ウ
ソ
で
あ
り
虚
構
で

あ
っ
た
こ
と
を
当
事
者
で
あ
る
井
手

自
身
が
「
証
言
」
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
裁
判
は
、地
裁
に
お
い
て「
動

労
千
葉
組
合
員
12
人
は
、
当
初
は
採

用
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
葛
西

に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
」（
伊
藤
証

言
）
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
せ
、「
名

簿
不
記
載
基
準
が
策
定
さ
れ
な
け
れ

ば
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
に
採

用
さ
れ
て
い
た
は
ず
」
と
い
う
判
決

を
出
さ
せ
ま
し
た
。

　

続
く
控
訴
審
に
お
い
て
高
裁
・
難

波
裁
判
長
は
、
不
当
労
働
行
為
を
文

言
と
し
て
も
明
確
に
判
決
に
書
か
ざ

る
を
得
ず
、
国
鉄
改
革
法
の
矛
盾
を

全
面
的
に
さ
ら
け
だ
す
判
決
を
強
制

さ
れ
た
の
で
す
。

　

闘
い
の
気
運
で
き
た

　

国
鉄
改
革
法
を
粉
砕
す
る
闘
い

は
、
完
全
に
核
心
に
迫
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。国
鉄
改
革
の
真
実
は
暴
か
れ
、

国
鉄
改
革
法
は
丸
裸
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

結
局
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
は
、

労
働
組
合
を
解
体
し
、
20
万
人
も
の

労
働
者
を
職
場
か
ら
追
放
す
る
た
め

に
、
新
会
社
Ｊ
Ｒ
を
デ
ッ
チ
あ
げ
、

国
鉄
を
偽
装
倒
産
さ
せ
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
す
。
一
片
の
正
当
性
も
正
義

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
「
採
用
の

自
由
」
な
ど
で
正
当
化
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
採
用
の
自
由
」
論
は
何
重
も
の

意
味
で
ペ
テ
ン
で
す
。
そ
も
そ
も

デ
ッ
チ
あ
げ
会
社
が「
採
用
の
自
由
」

を
言
う
こ
と
が
イ
ン
チ
キ
で
あ
り
、

国
鉄
側
が
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
た

の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
Ｊ
Ｒ
が
行
え
ば

不
当
労
働
行
為
と
な
る
の
は
当
た
り

前
で
す
。

　

地
裁
・
高
裁
の
闘
い
を
通
し
て
、

「
国
鉄
改
革
法
は
粉
砕
で
き
る
。
そ

の
可
能
性
は
充
分
あ
る
」
と
い
う
気

運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
国
鉄
闘
争
に

関
わ
っ
て
き
た
人
び
と
が
注
目
し
、

労
働
運
動
に
志
を
持
つ
多
く
の
人
び

と
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。

　

力
関
係
は
逆
転
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
裁
判
闘
争
は
、
国

労
が
国
鉄
改
革
法
を
承
認
す
る
か
否

か
を
め
ぐ
る
攻
防
で
あ
り
、
重
さ
が

あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。し
か
し
、

今
回
の
裁
判
闘
争
の
画
期
性
は
、
国

鉄
改
革
法
粉
砕
の
可
能
性
を
押
し
広

げ
な
が
ら
闘
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

10
万
筆
の
署
名
を
集
め
て
、
最
高

裁
を
包
囲
し
よ
う
。
全
国
の
職
場
・

地
域
か
ら
民
営
化
・
外
注
化
阻
止
、

非
正
規
職
撤
廃
の
闘
い
を
作
り
出
す

こ
と
を
訴
え
、
２
・
16
集
会
へ
の
結

集
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

１
月
22
日
、
動
労
総
連
合
の
出

向
命
令
無
効
訴
訟
と
最
高
裁
へ
の

第
１
回
署
名
提
出
行
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

外
注
化
粉
砕
を
闘
う
出
向
命
令

無
効
確
認
訴
訟
で
は
、
Ｊ
Ｒ
は
偽

装
請
負
に
つ
い
て
、「
し
ょ
せ
ん

労
働
者
派
遣
法
違
反
の
問
題
」
と

開
き
直
り
、
北
海
道
の
安
全
崩
壊

に
つ
い
て
も
「
他
社
の
問
題
」
で

関
係
な
い
と
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
尼
崎
事
故
も

「
関
係
な
い
」
と
開
き
直
っ
て
い

ま
す
が
羽
越
線
事
故
で
は
５
人
の

命
を
奪
い
、
膨
大
な
レ
ー
ル
破
断

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
が
い
つ
被
害
者
や
加
害
者

に
な
っ
て
お
か
し
く
な
い
状
態
を

強
制
さ
れ
る
こ
と
が
「
不
利
益
」

で
な
く
て
何
だ
と
い
う
の
か
。

　

裁
判
後
、最
高
裁
に
対
し
て「
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
の
判
決
を

求
め
る
１
回
目
の
署
名
提
出
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
１
万
７
４
１
６

筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

高
裁
署
名
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス

で
署
名
が
集
ま
っ
て
お
り
、
集

ま
っ
た
人
も
、
な
ん
と
し
て
も

10
万
筆
の
署
名
を
集
め
き
り
、
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
か
ち
と
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
決
意
し
た
行

動
と
な
り
ま
し
た
。

最
高
裁
に
１
万
７
千
筆
提
出

す
べ
て
を
居
直
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本

10
万
筆
の
署
名
運
動
の
力
で

最
高
裁
判
所
を
包
囲
し
よ
う

東京・北海道・九州で２・１６集会を
成功させ、最高裁で解雇撤回を！
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国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
北
海
道
は
、

自
交
総
連
北
海
道
地
連
（
堀
川
委
員

長
）
と
札
幌
圏
連
帯
労
組
を
中
心
に

実
行
委
員
会
を
重
ね
、
２
・
16
集
会

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

解
雇
撤
回
あ
る
の
み

　

不
当
労
働
行
為
の
認
定
は
高
裁
判

決
で
も
不
動
で
、「
Ｊ
Ｒ
の
採
用
の

自
由
」
で
改
革
法
23
条
は
崩
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
・
旧
国
鉄
の
一
体
性
で
突

破
口
を
開
い
た
の
は
決
定
的
で
す
。

葛
西
を
出
廷
さ
せ
て
証
拠
文
書
を
活

か
さ
な
か
っ
た
国
労
本
部
に
は
あ
き

れ
ま
す
。
不
当
労
働
行
為
に
よ
る
解

雇
は
撤
回
あ
る
の
み
、
裁
判
で
負
け

て
も
労
働
組
合
は
闘
い
を
や
め
な
い

と
上
記
２
労
組
が
運
動
の
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
利
潤
優
先
・
安
全

軽
視
だ
け
で
は
な
く
、
レ
ー
ル
異
常

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
下
請
業
者
か
ら

の
リ
ベ
ー
ト
な
ど
モ
ラ
ル
ま
で
崩
壊

し
て
い
ま
す
。
分
割
・
民
営
化
後
の

外
注
化
の
帰
結
で
す
。

　

大
事
故
が
心
配
で
利
用
者
が
１
割

減
、
安
全
問
題
が
北
海
道
新
聞
の
昨

年
道
内
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
１
位
、
新

卒
者
の
人
気
企
業
は
Ｊ
Ｒ
が
２
位
か

ら
８
位
に
転
落
で
す
。

　

１
月
、
２
代
目
社
長
で
現
Ｊ
Ｒ
相

談
役
の
坂
本
氏
の
遺
体
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
中
島
社
長
（
当
時
）
自
殺

か
ら
２
年
半
、
闇
は
底
な
し
で
す
。

　

労
働
組
合
の
責
任
も
重
大
で
す
。

分
割
・
民
営
化
に
も
外
注
化
・
非
正

規
職
化
に
も
協
力
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
総

連
は
「
Ａ
級
戦
犯
」
で
す
。
政
治
解

決
路
線
で
Ｊ
Ｒ
・
Ｊ
Ｒ
総
連
と
闘
わ

ず
、「
４
・
９
政
治
解
決
」
を
行
っ
た

国
労
本
部
も
許
せ
ま
せ
ん
。 

あ
の
日
を
忘
れ
る
な

　

実
行
委
の
議
論
の
中
心
は
訴
え
る

内
容
で
す
。
安
全
へ
の
関
心
は
高
い

も
の
の
、
青
年
の
多
く
は
「
分
割
・

　

２
・
16
九
州
集
会
は
、
昨
年
９
・

25
判
決
を
か
ち
と
っ
た
歴
史
的
地
平

を
引
き
継
ぎ
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
、
最
高
裁
闘
争
勝
利
へ
新
た
な
攻

勢
を
か
け
る
集
会
で
す
。
こ
の
集
会

を
成
功
さ
せ
、「
最
高
裁
に
解
雇
撤

回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
求
め
る
10
万
筆
署

名
運
動
」
に
弾
み
を
つ
け
、
さ
ら
な

る
闘
い
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、
新
自
由

主
義
の
出
発
点
を
な
す
一
大
攻
撃
で

し
た
。
今
日
の
外
注
化
、
非
正
規
職

化
、
賃
下
げ
、
過
労
死
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
な
ど
、
無
茶
苦
茶
な
労
働
者
支

配
と
、
秘
密
保
護
法
に
示
さ
れ
る
改

憲
と
戦
争
の
策
動
は
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
の
で
す
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
過
程
で
行

わ
れ
た
不
当
労
働
行
為
・
不
法
行
為

の
数
々
が
国
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、

そ
れ
が
全
社
会
を
覆
い
ま
し
た
。
そ

の
新
自
由
主
義
攻
撃
の
中
心
環
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
体
制
が
、
国
鉄
闘
争
を
闘
い

続
け
て
き
た
今
、
根
底
か
ら
揺
ら
い

で
い
る
の
で
す
。

　

同
時
に
「
井
手
文
書
」
は
、
当
時

の
国
労
の
幹
部
た
ち
が
、
井
手
や
葛

西
ら
と
頻
繁
に
会
い
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
推
進
の
お
先
棒
を
か
つ
い
で

い
た
事
実
を
暴
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
労
本
部
は
、
国
家
的
不

当
労
働
行
為
の
生
き
証
人
で
あ
る
闘

争
団
員
の
組
合
員
資
格
を
抹
殺
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
資
本
に
屈
服
し

た
醜
い
姿
は
、彼
ら
こ
そ
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
加
担
者
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
所
以
で
す
。 

　

労
働
組
合
と
は
何
か

　

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
と
一

体
で
闘
わ
れ
る
国
労
組
合
員
資
格
確

認
訴
訟
は
、
労
働
組
合
と
何
か
、
ど

う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
鋭
く
問
い
、

国
労
組
合
員
の
決
起
を
呼
び
覚
ま
す

闘
い
と
し
て
そ
の
意
義
は
重
大
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。 

　

ま
た
、
最
高
裁
に
お
い
て
不
当
労

働
行
為
を
最
後
的
に
確
定
さ
せ
る
こ

と
は
、
そ
れ
が
１
０
４
７
名
の
解
雇

撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
の
道
を
開
く
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
鉄
分
割
・
民

営
化
と
そ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
新
自
由

主
義
社
会
を
根
底
か
ら
覆
す
一
大
突

破
口
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
を
こ
じ
あ
け
る
こ
と
が
日
本

労
働
運
動
再
生
の
道
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
２
・
16
集
会
を
突
破

口
に
、
百
万
人
の
国
鉄
闘
争
勢
力
に

分
け
入
り
、
全
力
を
あ
げ
て
最
高
裁

闘
争
勝
利
を
も
ぎ
り
と
る
10
万
筆
署

名
運
動
を
広
げ
よ
う
。
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
歴
史
的
破
産
を
暴
き
、
Ｊ

Ｒ
体
制
打
倒
へ
労
働
者
の
総
反
撃
を

つ
く
り
だ
し
て
い
く
集
会
で
す
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
四
半
世

紀
以
上
が
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
７
社
の
う
ち
４
社
が
い

ま
だ
完
全
民
営
化
で
き
て
い
な
い
事

実
こ
そ
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
破

産
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
相
次
ぐ
事

故
、
現
職
社
長
の
２
人
目
の
自
殺
と

い
う
事
態
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経

民
営
化
」
ど
こ
ろ
か
「
国
鉄
」
も
知

り
ま
せ
ん
。
道
内
の
労
働
者
は
ま
だ

国
鉄
闘
争
を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
た
め
に
青
年
に
も
分
か
る
も
の

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

道
内
の
労
組
組
織
率
は
17
％
、
組

合
員
の
多
く
も
組
合
を
頼
ら
な
い
の

が
現
状
。「
労
働
組
合
つ
ぶ
し
」
を

前
提
化
せ
ず
、
安
全
を
切
り
口
に
団

結
の
必
要
性
、
労
働
組
合
の
再
生
を

訴
え
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
６
０
㌔
の
レ
ー
ル
を
交
換
さ
せ

た
動
労
千
葉
、
被
曝
労
働
拒
否
の
動

労
水
戸
・
国
労
郡
山
工
場
支
部
の
闘

い
は
決
定
的
で
す
。

　

昨
年
８
月
、『
日
刊
・
動
労
千
葉
』

が
「
25
年
も
使
っ
た
エ
ン
ジ
ン
で

１
３
０
㌔
運
転
は
無
謀
」
と
主
張
し

た
２
日
後
、
Ｊ
Ｒ
は
減
速
を
口
走
り

ま
し
た
。

　

昨
春
の
４
・
26
自
治
労
ス
ト
情
勢

で
は
、
当
該
は
大
幅
賃
下
げ
で
労
組

つ
ぶ
し
が
始
ま
っ
た
と
直
感
し
ま
し

た
。
動
労
千
葉
が
国
を
相
手
に
26
年

も
闘
っ
て
団
結
を
守
っ
て
い
る
と
い

う
ビ
ラ
で
展
望
が
見
え
、
ス
ト
に
向

う
抵
抗
闘
争
で
団
結
が
急
速
に
回
復

し
て
い
き
ま
し
た
。
国
鉄
決
戦
こ
そ

労
働
組
合
再
生
の
道
だ
と
確
信
し
ま

す
。

　

集
会
名
称
は
シ
ン
プ
ル
に
「
２
・

16
北
海
道
集
会
」。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
あ
の
日
を
忘
れ
る
な
！　

27

年
目
の
『
２
・
16
』　 

国
鉄
労
働
者

１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
！　

新

10
万
筆
署
名
で
最
高
裁
決
戦
に
勝
利

し
よ
う
！
」
と
「
安
全
で
な
い
な
ら

Ｊ
Ｒ
は
運
行
を
と
め
ろ
！　

不
当
労

働
行
為
な
ら
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！
」

で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
業
界
で
企
業
体
質
を
疑

う
事
故
が
あ
れ
ば
た
だ
ち
に
営
業
停

止
処
分
で
す
。
国
土
交
通
省
が
「
Ｊ

Ｒ
は
公
共
性
が
高
い
」
と
運
行
を
止

め
な
い
の
は
お
か
し
い
。
国
と
Ｊ
Ｒ

は
グ
ル
だ
！　

許
せ
ん
！　

と
い
う

こ
と
で
す
。
集
会
で
宣
言
文
を
採
択

し
、
国
交
省
北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部

や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
に
抗
議
に
行
き

ま
す
。

　

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
北
海
道
は

労
働
運
動
全
体
を
甦
ら
せ
る
べ
く

２
・
16
を
闘
い
ま
す
。 

ライフサイクル制度撤廃
北嶋君を運転士に戻せ！

　

動
労
千
葉
青
年
部
の
北
嶋
君
が

千
葉
駅
に
強
制
配
転
さ
れ
て
か
ら

丸
３
年
を
迎
え
、
動
労
千
葉
は
２

月
３
日
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
制
度

の
撤
廃
と
北
嶋
君
を
直
ち
に
運
転

士
に
戻
す
こ
と
を
求
め
て
千
葉
運

転
区
の
門
前
で
抗
議
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
08
年
か
ら
導
入

し
た
運
転
士
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

制
度
に
対
し
て
怒
り
の
声
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
は
、
平
成
採
の
運
転
士
を
例

外
な
く
３
年
以
上
、
駅
に
強
制
配

転
し
、「
運
輸
の
プ
ロ
を
養
成
す

る
」と
称
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
駅
の
要

員
不
足
の
穴
埋
め
で
行
か
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。
駅
の
要
員

不
足
の
原
因
は
、
駅
業
務
を
外
注

化
し
、
委
託
駅
を
増
や
し
て
い
る

か
ら
で
す
。〈
駅
業
務
は
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
運
転
士
と
契
約
社

員
の
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
、
Ｃ
Ｔ

Ｓ
な
ど
で
回
せ
ば
い
い
〉
と
会

社
が
駅
員
の
養
成
を
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

運
転
士
は
運
転
士
と
し
て
、
駅

員
は
駅
員
と
し
て
、
仕
事
に
誇
り

と
責
任
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に

す
れ
ば
本
来
は
な
ん
の
問
題
も
な

い
の
で
す
。

　

会
社
は
、
駅
業
務
の
全
面
的
な

外
注
化
と
非
正
規
化
に
ひ
た
走
っ

て
い
ま
す
。
首
都
圏
５
支
社
（
東

京
・
横
浜
・
八
王
子
・
大
宮
・
千
葉
）

で
は
駅
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
外
注

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
契
約
社
員

の
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
は
５
年
で

雇
い
止
め
さ
れ
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
千
葉

鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
委
託
会

社
が
さ
ら
な
る
低
賃
金
で
雇
っ
て

い
ま
す
。
駅
の
外
注
化
と
非
正
規

雇
用
化
を
進
め
る
た
め
に
、
会
社

は
、
運
転
士
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

制
度
を
導
入
し
た
の
で
す
。

　

二
重
三
重
の
意
味
で
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
制
度
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
が
進
め
る
外

注
化
・
子
会
社
化
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働

く
労
働
者
全
体
の
問
題
で
す
。
外

注
化
の
結
果
、
同
じ
鉄
道
で
働
く

労
働
者
が
違
う
会
社
に
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
れ
、
雇
用
形
態
も
分
断
さ
れ

て
い
ま
す
。
意
思
疎
通
も
ま
ま
な

ら
ず
鉄
道
の
安
全
が
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
注
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

反
対
し
よ
う
！

営
破
た
ん
は
、
そ
の
象
徴
そ
の
も
の

で
す
。

　

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
九
州
は
、

昨
秋
の
事
務
局
会
議
で
月
１
回
の
Ｊ

Ｒ
行
動
を
決
定
し
、
毎
月
、
Ｊ
Ｒ
博

多
駅
前
宣
伝
を
は
じ
め
と
し
た
運
動

と
闘
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
・
16
集
会
は
、
こ
れ
ら
の
闘
い

を
集
約
し
、
最
高
裁
10
万
筆
署
名
運

動
と
と
も
に
、国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・

九
州
の
闘
い
に
弾
み
を
つ
け
る
集
会

で
す
。

九州国鉄集会の成功を
博多駅前街宣など月１回のＪＲ行動

〝１０万筆署名に弾みをつけよう〟

〝
安
全
で
な
い
な
ら
Ｊ
Ｒ
は
運
行
や
め
ろ
〟

２・
16
北
海
道
集
会
へ


